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単元・題材 : 起業体験（総合的な学習）   対象学年：３学年        

ねらい: 〇起業家的資質や能力（リーダーシップ、分析力等）を有する生徒を育成する。 

       〇会社を起業し、仕入れや製造（準備）販売やサービスの疑似体験を通して、社会的・職業的自立を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

中央図書館内 

TEL  0299-92-3746 

FAX  0299-93-0946 
vol. １８ 

 

２０２５年２月発行 

今年度も締めくくりの時期となりました。様々な行事に追われ、各学校では毎日お忙しい日々を過ごしておら

れることでしょう。一年間、配本事業をはじめ、いろいろとご協力いただきましてありがとうございました。来年度

もどうぞよろしくお願いします。 

                                

【神栖第一中学校】 

～市立図書館との連携～ 

キャリ☆フェス神栖２０２４に参加してきました‼ 

＜学習の流れ＞ 

① 市立図書館より「起業」をテーマに

図書資料（２４冊）を借りる。 

「物を作って売る」というビジネスの

基本の学習 

 

② 活動計画の作成 

アイディアをもとに会社立ち上げ 

役割分担、コンセプト、資金の資産 

仕入れ、利益の見込み算出 

 

③ キャリフェスに向けての準備 

④ ワークショップコレクションｉｎキャリ☆

フェス神栖２０２４に出店 

 

市立図書館所蔵資料の活用 

＜利用した本のリスト＞ 

『図解はじめて学ぶみんなのビジネス』 

『１５歳から、社長になれる。』 

『図解まるわかりいちばんやさしい会社 

の作り方』 

『中学生にもわかる会社の創り方・拡げ 

方・売り方』 

『起業１年目の教科書』 

『起業の疑問と不安がなくなる本』 

『すぐに役立つ初めての人のための社 

会起業のしくみと NPO運営ガイド』 

『「起業」を決めたら「最初」に読む本』 

『マンガでやさしくわかる起業』 

 他１５冊 

      

  起業についての知識が全くなかった私は、生徒たちに起業体験を実施させることが心配でした。そこで、市立

図書館から「起業」をテーマとした本をお借りして、生徒だけでなく教師も学ぶことにしました。お借りした多くの

本が、図解やイラストで表されており、皆とても分かりやすく学ぶことができました。中でも『図解はじめて学ぶみ

んなのビジネス』という本が分かりやすくお勧めです。本を活用したことで、会社は様々な仕組みの基に成り立っ

ていることを十分に理解することができ、漠然としていた全体像のイメージがしっかりとした形として持つことがで

きました。                                                                       ３学年担任  

手作りアクセサリー

の販売をしました。 

体験型サービスや物

作り体験等もあり、

受付には行列ができ

ました。 

市立図書館所蔵資料の活用 

 



 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

 

 
         

 
 
  
   
 
 
 
 
 
                      

２０２４年１１月５日の読売新聞に、小学校４年生から高校３年生を対象とした「学校読書調査」の結果が掲

載されていました。 予想通り中高生の１か月平均読書冊数は、昨年度より減少しており、残念な結果となりまし

た。しかし、それ以上に注目すべきは、不読率でした。全ての校種で上昇しており、高校生の約５割の生徒が１か

月に１冊も本を読んでいないということが分かりました。 

では、なぜ不読率は増加傾向にあるのでしょう。その要因として、コロナ禍における一斉読書の減少、何を読

んだらいいのか分からない、読書は物語や小説だと思っている等が考えられます。そこで今回は「味見読書」を

ご紹介します。「味見読書」とは、様々なジャンルの本を読むことで今後の読書活動を広げる目的とした、読書活

動の一つです。実践方法はいろいろありますが、一般的には本を全部読まずはじめのところを３分～５分だけ読

むことを、４人程度のグループで繰り返していくといった読書活動法です。活動前に発達段階に応じた多様なジ

ャンルの本を準備するだけで実施することができます。 

既に「味見読書」を実施している学校もいくつかありました。ぜひ、授業の隙間時間等に「味見読書」を試し

てみてはいかがですか。 児童生徒の読書の幅を広げるだけでなく、きっかけづくりにもなると考えます。                                                

                                                      学校図書館アドバイザー  高田  悦子                                                                                                                                                  

                                                       

 

 

 

 

 

 

年度末は新学期への準備の時期です！ 

【配本回収予定】 

【第５回目】 

波崎方面：回収３/１２（水） 

神栖方面：回収３/１３（木） 

 

 

 

 

今年度も残りわずかとなりました。新学期、学校図書館運営がスムーズにスタート出来るよう 

しっかりとまとめ（統計、書架整理）をしましょう。また今年度は、昨年度よりさらに提出物の期限が早くな

っています。この時期から準備に取り掛かることをお勧めします。 

【提出物】 

① ２０２４年度学校図書館調査 

② 学校図書館活用実施記録 

提出物〆切：３月１９日（水） 

 

【団体利用カード更新】 

有効期限は３月３１日迄です。新年度になりまし

たら、中央図書館カウンターで更新して下さい。 

 

 

 

※ 新年度の最新号に「一年間の統計（昨年度の実績）」を 

掲載します。ご了承ください。 

「味見読書」が読書のきっかけづくりに‼ 

※団体利用カードはスマートフォン等のバーコード
表示でのご利用はできません。ご了承ください。 

波崎小学校環境整備報告 

２０２４年１１月 波崎小の環境整備を行いました。 

絵本架の中に畳コーナー。 

くつろいで本を読んだりできる
ようになりました。 環境整備前 配置を変更し、カラフルなソファーを置きま

した。明るく楽しい雰囲気になりました。 


